
苦
節
を
乗
り
越
え
、
群
響
へ

卒
業
後
は
フ
リ
ー
ラ
ン
ス
の
音
楽
家
と

し
て
活
動
。
コ
ロ
ナ
禍
が
到
来
し
、
不

安
定
な
バ
イ
ト
生
活
の
日
々
を
送
っ
た
。

コ
ン
ク
ー
ル
や
オ
ー
デ
ィ
シ
ョ
ン
に
挑

戦
す
る
も
、
プ
ロ
の
舞
台
は
遠
か
っ
た
。

「
で
も
、
オ
ケ
が
好
き
だ
か
ら
諦
め
た
く

な
か
っ
た
」。
初
め
て
受
け
た
群
響
オ
ー

デ
ィ
シ
ョ
ン
は
不
合
格
と
な
る
も
の
の
、

エ
キ
ス
ト
ラ
出
演
の
き
っ
か
け
に
。「
互

い
の
音
を
聞
き
合
っ
て
、
よ
り
良
い
音
楽

を
つ
く
る
姿
勢
が
あ
る
オ
ケ
だ
と
感
じ
、

入
り
た
い
と
思
っ
た
」。
2
度
目
の
オ
ー

デ
ィ
シ
ョ
ン
で
合
格
し
、 

昨
年
11
月
に
正

式
入
団
。
つ
い
に
夢
の
舞
台
に
立
っ
た
。

群
響
の
可
能
性
を
広
げ
る
挑
戦
を

入
団
後
の
印
象
は「
お
客
様
が
温
か

く
、
帰
り
道
に
感
想
を
話
す
姿
を
見
て
、

地
域
に
オ
ケ
が
根
付
い
て
い
る
と
感
じ

た
」と
話
す
。
地
元
・
鹿
児
島
を
思
わ
せ

る
自
然
豊
か
な
景
色
が
気
に
入
り
、
最
近

は
道
の
駅
巡
り
や
散
歩
を
楽
し
ん
で
い
る
。

今
後
に
つ
い
て
は「
や
は
り
、
喋
る
よ

う
に
フ
ァ
ゴ
ッ
ト
を
吹
く
こ
と
が
最
終
目

標
。
伝
え
た
い
こ
と
を
演
奏
で
表
現
し
た

い
」と
意
気
込
む
。「
群
響
に
は
新
た
な
表

現
を
試
す
人
が
多
い
。
私
も
柔
軟
な
考
え

で
、
オ
ケ
の
可
能
性
を
広
げ
る
た
め
の
挑

戦
を
続
け
た
い
」。
静
か
だ
が
力
強
い
言

葉
で
意
欲
を
語
っ
た
。
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高崎市民とともに歩み続ける
　　　　　　　　　　音楽センター

56 Gunma
Music
Center Y E A R S

ANNIVERSARY

住所	 群馬県高崎市高松町28-2
設計	 アントニン・レーモンド（1888-1976）
	 構造／岡本剛
	 音響／三木韶
	 舞台／天野万作・長谷川三之助
	 フレスコ指導／長谷川路可
	 家具／ノエミ・P・レーモンド
竣工	 1961（昭和36）年

高
崎
市
は
、
地
域
の
幸
福
度
を
指
標
に
よ

り
比
較
し
た「
幸
福
度
ラ
ン
キ
ン
グ
」（
日
総

研
グ
ル
ー
プ
／
株
式
会
社
日
総
研
出
版
）に

お
い
て
、
毎
年
上
位
に
位
置
し
て
い
る
。

2
0
2
2
年
版
総
合
ラ
ン
キ
ン
グ
で
は
、

中
核
市
の
中
で
全
国
3
位
、2
0
2
4
年
版

に
お
い
て
も
全
国
4
位
と
、
高
順
位
を
維
持

し
て
い
る
。

特
筆
す
べ
き
は
、
文
化
分
野
で
2
位
と
、

高
い
評
価
を
得
て
い
る
こ
と
だ
。
そ
の
背
景

に
は
、
高
崎
市
で
文
化
活
動
等
を
行
う
特
定

非
営
利
活
動
法
人
の
認
証
数
が
、
1
位
を
記

録
し
て
い
る
実
態
が
あ
る
。
高
崎
市
民
の
活

発
な
文
化
活
動
が
、
暮
ら
し
や
す
さ
や
生
き

が
い
、
日
々
の
豊
か
な
充
実
感
を
も
た
ら
し

て
い
る
と
言
え
る
だ
ろ
う
。

こ
う
し
た
市
民
の
歩
み
や
日
々
の
表
現

を
、
発
表
の
場
と
し
て
長
年
に
わ
た
り
支

え
て
き
た
場
所
の
1
つ
が「
群
馬
音
楽
セ
ン

タ
ー
」で
あ
る
。

音
楽
セ
ン
タ
ー
は
、
チ
ェ
コ
出
身
の
ア
メ

リ
カ
人
建
築
家
、
ア
ン
ト
ニ
ン
・
レ
ー
モ
ン

ド
が
、
高
崎
市
の
実
業
家
・
井
上
房
一
郎
の

依
頼
に
よ
っ
て
設
計
を
手
掛
け
た
。
鉄
筋
コ

ン
ク
リ
ー
ト
折
板
構
造
に
よ
り
、
内
部
は
柱

の
な
い
大
空
間
が
生
み
出
さ
れ
、
舞
台
と
客

席
が
連
続
し
一
体
感
を
生
む
。
竣
工
時
の

1
，9
6
0
の
客
席
数
と
1
つ
の
舞
台
は
、

開
館
し
た
1
9
6
1
年
と
い
う
記
念
す
べ

き
年
を
刻
ん
だ
。

開
館
65
年
の
軌
跡

1
9
6
1（
昭
和
36
）年
に
完
成
し

2
0
2
6
年
に
開
館
65
年
を
迎
え
た

群
馬
音
楽
セ
ン
タ
ー（
以
下
、
音
楽
セ
ン
タ
ー
）。

高
崎
市
に
お
け
る
文
化
の
殿
堂
と
し
て

多
く
の
人
々
に
愛
さ
れ
続
け
て
き
た
。

国
内
外
の
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
に
よ
る
公
演
を
は
じ
め

市
民
の
文
化
活
動
の
発
表
の
場
と
し
て
も

活
用
さ
れ
て
い
る
。

今
号
で
は
、
音
楽
セ
ン
タ
ー
と

深
い
関
わ
り
を
持
っ
て
き
た
み
な
さ
ん
の
想
い
を

紹
介
す
る
。

2
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音
楽
セ
ン
タ
ー
の

全
面
協
力
で
発
足

音
楽
セ
ン
タ
ー
の
歴
史
を
語
る
う
え
で
、

欠
か
せ
な
い
存
在
の
1
つ
が
、1
9
7
2
年

に
発
足
し
た「
高
崎
市
民
吹
奏
楽
団
」。

発
足
以
来
、
音
楽
セ
ン
タ
ー
を
活
動
の
本

拠
地
と
し
て
、
高
崎
を
中
心
に
50
年
以
上
に

わ
た
り
音
楽
活
動
を
続
け
て
き
た
歴
史
あ
る

ア
マ
チ
ュ
ア
吹
奏
楽
団
で
あ
る
。
36
人
で
活

動
を
始
め
た
同
楽
団
は
、
現
在
、
約
90
人
が

在
籍
す
る
。
学
生
や
会
社
員
、
主
婦
な
ど
10

代
か
ら
70
代
ま
で
、
世
代
も
職
業
も
異
な
る

メ
ン
バ
ー
が
、
楽
器
へ
の
情
熱
を
持
ち
、
集

ま
っ
て
い
る
。
そ
の
一
人
、
団
長
の
宮
澤
久

実
さ
ん
は
、
ク
ラ
リ
ネ
ッ
ト
と
指
揮
者
の
役

を
担
っ
て
い
る
。

楽
団
が
発
足
し
た
経
緯
に
つ
い
て
、
宮
澤

さ
ん
は「『
中
学
校
や
高
校
な
ど
ス
ク
ー
ル

バ
ン
ド
で
演
奏
技
術
を
磨
い
た
社
会
人
に
、

音
楽
に
対
す
る
情
熱
を
継
続
で
き
る
場
を
』

と
音
楽
関
係
者
が
立
ち
上
が
っ
た
の
が
き
っ

か
け
で
し
ょ
う
」と
話
す
。
発
起
人
に
は
、

楽
団
の
初
代
団
長
や
音
楽
指
導
者
の
ほ
か
、

当
時
の
音
楽
セ
ン
タ
ー
事
務
局
職
員
も
名
を

連
ね
、
楽
団
の
事
務
局
は
音
楽
セ
ン
タ
ー
内

に
置
か
れ
た
。

楽
団
創
立
時
か
ら
所
属
し
、
楽
員
会
会
長

を
務
め
た
齊
藤
英
司
さ
ん
は
、「
社
会
人
が

そ
れ
ぞ
れ
仕
事
を
や
り
く
り
し
、
決
め
ら
れ

た
時
間
に
集
ま
り
練
習
を
す
る
の
は
と
て
も

大
変
で
す
。
さ
ら
に
練
習
場
所
の
確
保
や
運

営
費
の
問
題
な
ど
、
悪
戦
苦
闘
し
な
が
ら

の
ス
タ
ー
ト
で
し
た
」と
当
時
を
語
る
。
宮

澤
さ
ん
は「
そ
う
い
っ
た
中
で
、
音
楽
セ
ン

タ
ー
が
全
面
協
力
し
て
く
れ
た
と
聞
い
て
い

ま
す
」と
話
す
。
音
楽
セ
ン
タ
ー
の
会
議
室

を
毎
週
の
練
習
場
所
と
し
て
利
用
で
き
、
さ

ら
に
建
物
裏
側
に
建
て
ら
れ
た
プ
レ
ハ
ブ
小

屋
を
、
打
楽
器
の
置
き
場
と
し
て
得
ら
れ
た

こ
と
が
、
楽
団
に
と
っ
て
大
き
な
助
け
と

な
っ
た
。
そ
う
し
て
動
き
出
し
た
市
民
吹
奏

楽
団
の
音
楽
活
動
の
裏
に
は
、
い
つ
も
音
楽

セ
ン
タ
ー
の
支
え
が
あ
っ
た
。

楽
団
解
散
の
危
機
か
ら

復
活
ま
で

宮
澤
さ
ん
は
、1
9
8
2
年
に
大
学
卒
業

後
、
故
郷
高
崎
に
戻
り
、
教
職
に
就
く
と
同

時
に
高
崎
市
民
吹
奏
楽
団
へ
入
団
。
5
年
後

の
1
9
8
7
年
に
団
長
と
な
る
。
仕
事
が

終
わ
る
と
、
音
楽
セ
ン
タ
ー
に
通
い「
ク
ラ

リ
ネ
ッ
ト
を
吹
く
こ
と
で
、
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ

し
て
い
た
」と
当
時
を
振
り
返
る
。

音
楽
セ
ン
タ
ー
で
は
時
を
同
じ
く
し
て
大

改
修
工
事
が
始
ま
っ
た
。
工
事
に
伴
い
、
楽

団
で
楽
器
庫
と
し
て
使
用
し
て
い
た
プ
レ
ハ

ブ
小
屋
は
取
り
壊
さ
れ
、
大
き
な
打
楽
器
は

行
き
場
を
な
く
し
た
。
そ
れ
を
機
に
、
打
楽

器
奏
者
を
は
じ
め
練
習
に
参
加
す
る
楽
団
員

の
数
が
減
少
し
て
い
っ
た
。
そ
の
頃
に
は
市

内
外
に
ア
マ
チ
ュ
ア
吹
奏
楽
団
が
多
数
誕
生

し
て
お
り
、
他
団
体
に
所
属
し
て
い
く
団

員
の
姿
も
あ
っ
た
。「
楽
器
庫
が
音
楽
セ
ン

タ
ー
に
あ
り
、
サ
ポ
ー
ト
さ
れ
て
い
た
こ
と

が
や
は
り
大
き
か
っ
た
。
打
楽
器
の
な
い
合

奏
は
つ
ま
ら
な
い
ん
で
す
よ
」と
宮
澤
さ
ん

は
言
う
。

1
9
9
0
年
、
練
習
に
来
る
団
員
が
、

つ
い
に
4
人
に
な
っ
た
。「
私
が
団
長
に

な
っ
た
数
年
後
の
こ
と
で
す
。
ど
ん
ど
ん
、

ど
ん
ど
ん
、
負
の
ス
パ
イ
ラ
ル
に
陥
り
ま
し

た
」と
苦
悩
を
思
い
出
す
。

「
も
う
や
め
よ
う
か
」。
設
立
当
初
か
ら
在

籍
す
る
団
員
と
話
し
た
。
し
か
し
、「
自
身

が
団
長
の
と
き
に
、
高
崎
市
民
吹
奏
楽
団
が

な
く
な
る
の
は
嫌
だ
」と
い
う
強
い
気
持
ち

が
、
宮
澤
さ
ん
を
奮
い
立
た
せ
た
。

宮
澤
さ
ん
は
在
籍
す
る
団
員
た
ち
に
電
話

を
掛
け「
も
う
一
度
、
始
め
よ
う
」と
誘
っ

た
。
そ
の
熱
意
が
通
じ
、
何
と
か
メ
ン
バ
ー

が
集
ま
り
、
公
園
の
屋
外
ス
テ
ー
ジ
に
、
25

人
の
吹
奏
楽
団
と
し
て
出
演
す
る
こ
と
が
で

き
た
。
演
奏
は
納
得
い
く
も
の
で
は
な
か
っ

た
。「
た
だ
、
大
変
な
こ
と
だ
っ
た
の
に『
楽

し
か
っ
た
ね
』っ
て
言
っ
て
」と
当
時
を
振

り
返
る
。
こ
の
日
の
演
奏
を
き
っ
か
け
に
、

楽
団
は
息
を
吹
き
返
す
。

1
9
9
2
年
に
は
音
楽
セ
ン
タ
ー
の
南

側
に
シ
ン
フ
ォ
ニ
ー
ホ
ー
ル
が
建
設
さ
れ
、

練
習
会
場
と
し
て
使
用
で
き
る
よ
う
に
な
る

と
、
団
員
た
ち
の
音
楽
へ
の
情
熱
が
再
び
湧

き
上
が
っ
た
。
少
し
ず
つ
団
員
が
増
え
、
楽

団
は
完
全
復
活
を
遂
げ
た
。

そ
の
後
は
、
演
奏
技
能
の
強
化
に
も
取
り

組
ん
だ
。
群
響
ク
ラ
リ
ネ
ッ
ト
奏
者
を
正
指

揮
者
に
迎
え
た
ほ
か
、
東
京
都
交
響
楽
団

チ
ュ
ー
バ
奏
者
に
も
指
導
を
仰
ぎ
、
音
楽
性

を
よ
り
一
層
深
め
て
い
く
。

現
在
は
、
春
の
コ
ン
サ
ー
ト
や
冬
の
定
期

演
奏
会
を
音
楽
セ
ン
タ
ー
で
開
催
。
吹
奏
楽

曲
や
ク
ラ
シ
ッ
ク
、
ジ
ャ
ズ
、
人
気
の
Ｊ

－

Ｐ
Ｏ
Ｐ
、
さ
ら
に
は
委
嘱
初
演
曲
に
も
挑
ん

で
い
る
。
時
に
は
多
彩
な
ゲ
ス
ト
を
迎
え
る

な
ど
、
音
楽
活
動
を
展
開
し
て
い
る
。

楽
団
は
、
来
年
3
月
に
創
団
55
年
を
迎
え

る
。
団
員
一
人
一
人
が
情
熱
を
持
ち
、
聴
衆

と
共
に
楽
し
め
る
演
奏
を
目
指
し
な
が
ら
、

今
日
も
歩
み
を
進
め
て
い
る
。

市
民
活
動
を
支
え
る

音
楽
セ
ン
タ
ー

幼
い
頃
、
初
め
て
訪
れ
た
音
楽
セ
ン
タ
ー

に
、
宮
澤
さ
ん
は
強
い
衝
撃
を
受
け
た
。

「
ア
ン
ト
ニ
ン
・
レ
ー
モ
ン
ド
の
デ
ザ
イ

ン
は
、
外
観
が
美
し
く
奇
抜
。『
な
ん
だ
ろ

う
、
こ
の
存
在
感
は
』
と
思
い
ま
し
た
。

群
馬
音
楽
セ
ン
タ
ー
と
い
う
名
前
も
良
い
」

と
笑
顔
を
見
せ
る
。「
音
楽
セ
ン
タ
ー
の
ス

テ
ー
ジ
か
ら
見
る
照
明
デ
ザ
イ
ン
が
あ
ま
り

に
も
美
し
い
。
客
席
に
い
る
お
客
様
の
表
情

が
見
え
ま
す
」と
印
象
を
語
る
。

「
私
た
ち
市
民
吹
奏
楽
団
の
ホ
ー
ム
グ
ラ

ウ
ン
ド
は
こ
の
音
楽
セ
ン
タ
ー
で
す
。
活
動

が
で
き
た
こ
と
は“
高
崎
市
民
”の
名
を
い

た
だ
い
て
い
る
私
た
ち
と
し
て
喜
び
で
も
あ

り
ま
す
。
事
務
方
の
職
員
や
舞
台
技
術
、
照

明
、
音
響
ス
タ
ッ
フ
の
皆
さ
ん
に
は
本
当
に

良
く
し
て
い
た
だ
い
て
い
る
。
演
奏
会
プ
ロ

グ
ラ
ム
に
も
、
必
ず
感
謝
の
言
葉
を
添
え
て

い
ま
す
」と
宮
澤
さ
ん
は
言
う
。

音
楽
セ
ン
タ
ー
は
市
民
文
化
活
動
の
受
け

皿
と
し
て
、
こ
れ
か
ら
も
あ
り
続
け
る
。

【日時】2026年12月5日（土）
　　　18:00開演（17:15開場）
【出演】千葉理（指揮）、
　　　高崎市民吹奏楽団
【曲目】J.デ＝メイ／「指輪物語」

より、酒井格／森の贈り
物、樽屋雅徳／斐伊川に
流るるクシナダ姫の涙　
ほか

【料金】全席自由 500円

高崎市民吹奏楽団
第54回定期演奏会

音楽センターの建設と関係が深いのは、群馬交響楽団で
ある。群響が設立されたのは、終戦間もない1945年。子
どもたちに生の音楽を届けようと、1947年から「移動音楽
教室」を開始。県内各地の学校や社会福祉施設を巡回すると
いう、全国でも例のない活動が評判を呼んだ。
群響の奮闘を描いた映画「ここに泉あり」をきっかけに全

国にその名が広まると、活動拠点をつくろうと、市民の中
に「音楽センター建設運動」が広がった。さらに文部省によ
り全国初の「音楽モデル県」に群馬県が指定され、建設運動
は大きく動いた。

群響の活動により高まった、
音楽センター建設の機運

発足当時の様子

高崎市民吹奏楽団 第53回定期演奏会（2025年）

群馬交響楽団の前身「高崎市民オーケストラ」（1946年）
「ときの高崎市民之を建つ　群馬音楽センター40年のあゆみ」（2001年／
高崎市）より

宮澤 久実（みやざわ ひさみ）／
MIYAZAWA Hisami
高崎市出身。群馬県立高崎高等学校吹
奏楽部、明治大学交響楽団ではクラリ
ネットを担当。1982（昭和57）年、高
崎市民吹奏楽団に22歳で入団。その後
35年以上にわたり団長を務めるほか、
団員指揮者として指導にあたる。

音楽センターは、

　 私たちのホームグラウンド

高崎市民吹奏楽団 団長 宮澤 久実

音楽センターヒストリー
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音
楽
セ
ン
タ
ー
の
中
に

私
の
心
が
あ
る

赤
羽
さ
ん
は
、
高
崎
市
あ
ら
町
で
楽
器
や

レ
コ
ー
ド
を
扱
う「
赤
羽
楽
器
」の
家
に
生

ま
れ
、
幼
少
期
か
ら
音
楽
に
親
し
ん
だ
。
ピ

ア
ノ
と
声
楽
の
レ
ッ
ス
ン
に
通
い
、
次
第
に

音
楽
の
道
を
志
す
よ
う
に
な
っ
た
。

音
楽
セ
ン
タ
ー
の
こ
け
ら
落
と
し
の
舞
台

に
立
っ
た
と
き
か
ら
、
そ
の
歴
史
は
始
ま

る
。
当
時
高
崎
女
子
高
等
学
校
音
楽
部
に
所

属
し
て
い
た
赤
羽
さ
ん
は
、
音
楽
セ
ン
タ
ー

の
舞
台
に
立
ち
、
高
崎
市
歌
を
合
唱
し
た
。

音
楽
大
学
卒
業
後
に
出
演
し
た
郷
土
新
人

紹
介
演
奏
会
は
、
今
も
鮮
烈
に
記
憶
に
残

る
。
目
の
前
に
広
が
る
客
席
に
圧
倒
さ
れ
、

ホ
ー
ル
の
大
空
間
に
包
み
込
ま
れ
る
よ
う
な

感
覚
の
中
、
両
親
へ
感
謝
を
込
め
て
歌
っ
た
。

結
婚
後
は
、
幼
い
子
ど
も
を
連
れ
、
幾
度

と
な
く
通
っ
た
。「
息
子
に
と
っ
て
は
母
に

音
楽
会
に
連
れ
ら
れ
、
食
堂
で
ナ
ポ
リ
タ
ン

を
食
べ
る
所
だ
っ
た
よ
う
で
す
」。
今
で
も

そ
れ
が
家
族
の
楽
し
い
思
い
出
だ
。

現
在
高
崎
第
九
合
唱
団
の
団
長
と
し
て
、

赤
羽
さ
ん
は
指
揮
・
指
導
を
務
め
る
。「
ス

テ
ー
ジ
と
満
員
の
客
席
が
一
体
と
な
る
空
間

は
、
何
よ
り
の
感
動
で
し
た
」。
演
奏
会
で

は
、
指
揮
者
の
山
本
直
純
氏
を
は
じ
め
、
日

本
を
代
表
す
る
音
楽
家
と
も
共
演
を
重
ね

た
。
第
九
合
唱
団
の
活
動
を
通
じ
て
交
流
を

深
め
た
音
楽
家
は
数
え
き
れ
な
い
。

他
に
も
成
人
式
、
姉
の
披
露
宴
、
教
え
子

た
ち
を
指
揮
し
た
連
合
音
楽
祭
、
娘
が
ピ
ア

ノ
伴
奏
を
務
め
た
演
奏
会
、
息
子
・
娘
と
ス

テ
ー
ジ
で
歌
っ
た「
第
九
」
―
人
生
の
節

目
を
振
り
返
れ
ば
、
い
つ
も
音
楽
セ
ン
タ
ー

が
共
に
あ
っ
た
。

市
民
と
と
も
に
歩
ん
だ
軌
跡

そ
し
て
未
来
へ

「
高
崎
に
音
楽
を
聴
け
る
場
所
が
あ
る
こ

と
は
、
ま
ち
の
発
展
に
つ
な
が
り
、
市
民
の

暮
ら
し
を
豊
か
に
し
て
き
ま
し
た
」と
赤
羽

さ
ん
。
ま
た
、
音
楽
セ
ン
タ
ー
は「
プ
ロ
の

芸
術
鑑
賞
だ
け
で
は
な
く
、
市
民
活
動
の
発

表
の
場
」と
も
語
る
。
市
民
の
歩
み
を
見
守

り
続
け
て
き
た
音
楽
セ
ン
タ
ー
に
、
活
動
の

軌
跡
が
浮
か
び
上
が
る
。「『
と
き
の
高
崎
市

民
之
を
建
つ
』と
い
う
建
設
当
時
の
思
い
を

受
け
、
次
の
代
に
引
き
継
い
で
い
く
の
が
私

た
ち
の
務
め
で
す
」と
力
を
込
め
た
。

師
が
愛
し
た
音
楽
セ
ン
タ
ー

扇
二
郎
さ
ん
は
1
9
4
7
年
、
栃
木
県
宇

都
宮
市
に
生
ま
れ
た
。
日
本
舞
踊
と
の
出
会

い
は
小
学
生
の
頃
。
親
戚
の
結
婚
式
で
、
民

謡
「
黒
田
節
」
を
踊
っ
た
こ
と
が
契
機
と
な

り
、
そ
の
素
質
を
見
出
さ
れ
上
京
。
15
歳
で

西
川
流
宗
家
の
も
と
へ
、
住
み
込
み
の
内
弟

子
と
し
て
入
っ
た
。
そ
の
後
、
名
取
、
師
範

代
と
な
り
出
会
っ
た
の
が
、
高
崎
市
新
町
出

身
の
日
本
舞
踊
家
・
西
川
扇
生
さ
ん
で
あ
る
。

扇
二
郎
さ
ん
は
扇
生
さ
ん
の
養
子
と
な
り
、

30
歳
の
頃
、
活
動
の
拠
点
を
高
崎
へ
移
す
。

扇
生
さ
ん
は
、
舞
踊
公
演
を
主
催
す
る
ほ

か
、
高
崎
市
の
事
業
に
も
積
極
的
に
協
力
。

子
ど
も
向
け
教
室
で
指
導
に
あ
た
る
な
ど
、

高
崎
の
文
化
振
興
に
尽
力
し
て
い
た
。
過

去
の
取
材
で
、
扇
生
さ
ん
は
こ
う
答
え
て

い
る
。「
音
楽
セ
ン
タ
ー
は
若
き
舞
踊
家
に

と
っ
て“
発
表
力
の
つ
く
会
場
”。
自
身
も

踊
る
た
び
に
素
晴
ら
し
い
会
場
だ
と
実
感
す

る
」。
扇
二
郎
さ
ん
は
、「
扇
生
先
生
は
音
楽

セ
ン
タ
ー
が
大
好
き
だ
っ
た
。
ず
っ
と「
こ

こ
が
自
分
の
場
所
だ
」と
い
う
思
い
が
あ
っ

た
」と
語
る
。

音
楽
セ
ン
タ
ー
が
叶
え
た

チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
公
演

二
人
は
舞
踊
公
演
を
主
催
す
る
傍
ら
、
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
も
積
極
的
に
参
加
。
法

務
大
臣
よ
り
感
謝
状
を
贈
呈
さ
れ
た「
愛
の

虹
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
公
演
」を
は
じ
め
と
す
る

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
公
演
も
、
音

楽
セ
ン
タ
ー
で
開
催
。「
音
楽
セ
ン
タ
ー
だ

か
ら
で
き
た
公
演
だ
っ
た
」と
扇
二
郎
さ
ん

は
当
時
を
振
り
返
る
。

音
楽
セ
ン
タ
ー
は
、
約
2
千
席
と
い
う
規

模
を
備
え
る
だ
け
で
は
な
く
、
舞
台
や
楽
屋

な
ど
す
べ
て
が
同
じ
階
に
配
置
さ
れ
て
い
る

こ
と
で
、
出
演
者
を
は
じ
め
、
す
べ
て
の
ス

タ
ッ
フ
の
動
線
が
確
保
さ
れ
る
と
い
う
。

「
こ
ん
な
に
使
い
や
す
い
と
こ
ろ
は
な
い
よ

ね
。
だ
か
ら
み
ん
な
つ
い
つ
い
頑
張
っ
ち
ゃ

う
。
音
楽
セ
ン
タ
ー
だ
と
」。

主
催
す
る
公
演
で
は
、
音
楽
セ
ン
タ
ー
の

せ
り
上
が
り
舞
台
も
活
用
。
さ
ら
に
舞
台
下

手
に
花
道
を
設
け
、「
つ
ら
あ
か
り
」と
い
う

照
明
を
設
置
し
、
踊
り
手
を
際
立
た
せ
る
。

こ
う
し
た
設
備
は
日
本
舞
踊
で
必
ず
し
も
必

要
な
も
の
で
は
な
い
が
、「
お
客
さ
ん
が
楽

し
め
る
よ
う
に
」と
舞
台
を
創
り
上
げ
る
。

高
崎
で
日
本
舞
踊
を

次
の
世
代
に

2
0
2
3
年
、
日
本
舞
踊
が
重
要
無
形

文
化
財
に
認
定
さ
れ
、
そ
の
芸
術
性
や
歴
史

的
価
値
が
認
め
ら
れ
た
。
さ
ら
に
扇
二
郎
さ

ん
は
保
持
者
に
認
定
さ
れ
た
。

「
日
本
舞
踊
を
も
っ
と
広
げ
て
い
き
た

い
」。
群
馬
県
や
高
崎
市
の
事
業
に
も
積
極

的
に
取
り
組
む
扇
二
郎
さ
ん
。
令
和
7
年
に

開
館
し
た「
高
崎
伝
統
文
化
の
館
」で
は
、

高
崎
市
主
催
の
若
年
層
を
対
象
に
し
た
日
本

舞
踊
体
験
会
で
講
師
を
務
め
る
な
ど
、
師
の

意
思
を
受
け
継
ぎ
、
次
世
代
へ
の
文
化
普
及

に
も
力
を
注
い
で
い
る
。

西川扇生三回忌追善日本舞踊会（2021年）常磐津「京
人形」　扇二郎さん（左）、弟子の西川扇佳蝶さん

音楽センター舞台下手に設置された仮設花道で踊る師匠・扇生さん郷土新人紹介演奏会(1965年)

高崎第九合唱団第30回演奏会（2003年）

設置を呼びかける横断幕
「ときの高崎市民之を建つ　群馬音楽センター40年
のあゆみ」（2001年／高崎市）より

赤羽 洋子声楽家
合唱指揮者

高崎第九合唱団の団長として活躍し、高
崎市の音楽振興をけん引してきた赤羽洋
子さん。「私の歴史は、全部音楽センター
とシンクロしています」と人生の歩みを
音楽センターに重ね合わせる。

重要無形文化財「日本舞踊」総合認定保持者
である日本舞踊家・西川扇二郎さん。音楽セ
ンターは、その至芸を披露し、多くの舞台を
創ってきたかけがえのない場所になってい
る。

群馬県立高崎女子高等学校卒業、武
蔵野音楽大学卒業｡ソプラノ歌手と
して各種公演に出演。1982年より
高崎第九合唱団の指導者･指揮者を
務め、海外公演など国際交流に尽力。
高崎市文化賞、群馬県文化賞受賞。

音楽センターヒストリー

昭和36年、
高崎市民の熱い想いが生んだ
音楽センター
市の予算が約8億円の時代に、総工費3
億3,500万円という巨費が投じられ音楽
センターは建設された。当時は一般にクラ
シック音楽への理解がそれほど深くなく、
ホール建設の必要性を説くのは困難だっ
た。しかし募金運動により、市内の全町内
から約3,500万円にも上る寄付が集まり、
建設費に充てられた。音楽センターの前庭
には「昭和三十六年　ときの高崎市民之を
建つ」と刻まれた記念碑が建てられ、当時
の人々の熱情と期待や希望、そして誇り
―さまざまな思いを今に伝えている。

音楽センターに能舞台を設え
“当代一流”を招き能・狂言公演を続ける「たかさき能」
「たかさき能」は、日本の伝統文
化である能や狂言を高崎市民に身
近に感じてもらうことを目的に、
1986年から始まった。観音山や
市庁舎前広場を会場に、かがり火
の元演じられる「薪能」を行ってき
た。第21回からは音楽センター
に舞台を移す。2007年にたかさ
き能（薪能）実行委員会が発足。以
来、能は観世流、狂言は大蔵流・
山本家を中心に、人間国宝など
“当代一流”を招いている。
実行委員長の竹中隆さんは「都

内の能公演にも行きますが、たか
さき能が一番、客席の集中力が高
い。演者の方々からも『お客様が

素晴らしい』と言われます。『日常
の中に当たり前にある。でも、行
くときは晴れの気持ちで、少し緊
張感を持って』。音楽センターへ
のそんな心持ちが、高崎市民に根
付いているからでは」と話す。「超
一流の技にふれることができる生
の機会が、音楽センターにありま
す。ぜひ一度、能や狂言の世界に
浸ってみませんか」と呼びかける。

2026年11月21日(土)
14:00開演（13:00開場）

第40回　たかさき能
【公演情報】

公演情報など詳しくはこちら

▲

西川流十世宗家西川扇藏の内弟子に
入り､1968年に師範代となる｡高崎
市文化賞､群馬県文化奨励賞､群馬県
総合表彰､群馬県功労者表彰受賞｡重
要無形文化財｢日本舞踊｣総合認定保
持者｡文化振興扇生CLUB代表｡

日本舞踊家 西川 扇二郎

音楽センターは
　　　 「育ててもらった場所」

音楽センターに、
　　　 市民活動の軌跡あり
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8群馬音楽センター開館65周年

23歳まで高崎で過ごしていたので、小学校の合唱コン
クールも、成人式もこちらでした。アマチュア時代には、
会議室でファッションショーとライブに出演したこともあ
ります。
25歳でメジャーデビュー後、初めて音楽センターのス
テージに立ったのが1988年でした。翌年活動休止して、
再始動となる東京ドーム公演の前にライブをやりたいと会
場を探していたときにも、音楽センターだけが貸してくれ
ました。ありがたかったですね。
面白かったのが、90年の「悪の華」公演のとき。50公演以
上行った全国ツアーの最終日が音楽センターでした。その
ときの舞台セットが、中世の柱みたいなものだったんで
す。そしたら、入らなかった。柱が長くて。音楽センター
の舞台は天井の高さがないんですよね。それで舞台監督
さんが、「今日最後だからいいや、このサイズに合わせて
切っちゃえ」と。柱を切って、入れたこともありました。
それと、唯一親父がライブを観に来たのも音楽センター
での公演でした。音楽活動についてもそれまで全然認めて

くれなかったんだけど。メジャーデビューして音楽セン
ターでやるようになった頃から認めてくれましたね。
他の会場と絶対的に違うのは、お客さんの歓声です。上
から「わーっ」と来る。その聞こえ方が、違うんです。歓
声が降ってくるようなんですよ。お客さんと一体化してい
る感じがあります。どんなところでもベストを尽くして演
奏していますが、ここでの公演は「自然に乗ってる」と感
じます。これからも思い出のある高崎の音楽センターでラ
イブを重ねていきたいですね。

日本のロックシーンに多大な影響を与えたレジェンドバンド「BUCK
∞TICK」。1998年の「SEVENTH HEAVEN TOUR」公演以来、音楽セン
ターで公演を重ねています。そのメンバーで、高崎市出身のドラマー、ヤ
ガミ・トールさんに、音楽センターでの思い出を伺いました。

思い出の地・高崎の原点　音楽センター

Special  Interview
YAGAMI TOLL

DrumsBUCK∞∞ TICK

ヤガミ・トール／YAGAMI TOLL
1987年にメジャーデビュー以来、日本のロックシーンの第一線で活躍し続けるBUCK∞TICKのドラマ
ー。不動であり孤高であるその姿は、後続するアーティスト達にも多大な影響を及ぼしてきた。1989年
にリリースされた3rdアルバム『TABOO』でチャート第一位を獲得。デビュー後わずか2年の間に日本武
道館、東京ドームと席巻し、一躍トップアーティストに。常にその時代の先鋭的な要素を取り入れ、まさに
BUCK∞TICKでしか成し得ない独自の音楽性を提示しながらも、今なお進化し続けている。

BUCK∞TICK TOUR 2025 スブロサ SUBROSA 公演（2025年6月7日）

　日本の近代建築に大きな足跡を残したチェコ出身のア
メリカ人建築家、アントニン・レーモンドが設計を手がけ
た音楽センター。レーモンドの代表作で、近代建築の傑作
の一つとされ、DOCOMOMO近代建築20選や公共建築
百選にも選ばれるなど、高い評価を得ています。
　音楽センターでは、普段は見ることができない舞台裏
を特別に公開する見学会・バックステージツアーのほか、
建物の歴史を紹介しながら館内を案内する建築案内を定
期的に開催しています。

照明や音響の操作など、舞台演出
を支える技術についてもご紹介。
舞台から見る客席の景色や、せり
上がりの体験など、ホールを新た
な角度から楽しめる内容です。

職員の案内で館内の要所を巡りま
す。音楽センターの歴史や設計の
特徴をはじめ、ホール内の形状や
材質に至るまで、解説を交えなが
ら建築の魅力をご紹介します。

バックステージツアー 建築案内

開催情報、その他群馬音楽センターのイベントなどに
ついて、詳しくはWebサイトを確認してください

INFORMATION
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高崎芸術劇場アドバイザー・ピアニスト

菊池洋子

ウィーンと高崎をつなぐ世界的ピアニスト
「菊池洋子×劇場」から広がる新たな音楽の世界

　音楽の都・ウィーンを拠点に世界で活躍する、群馬県出身のピアニスト・菊池洋子さん。
彼女の音楽は、曲と真摯に向き合い続ける姿勢や、幾多の出会いにより積み重ねた経験から
紡がれています。2026年4月から、高崎芸術劇場のアドバイザーに就任。ピアノ6台の弾き
比べや「ゴルトベルク変奏曲」のリサイタルに先がけたレクチャーなど、新たな試みを展開
し、劇場の可能性を広げています。今号では、ピアニストとしてのこれまでの歩みを振り返
るとともに、劇場から届けたい新たな音楽の世界についてお話を伺いました。
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ピ
ア
ニ
ス
ト
へ
の
道
を
照
ら
し
た

恩
師・田
中
希
代
子
氏
と
の
出
会
い

私
が
ピ
ア
ノ
を
始
め
た
の
は
4
歳
の
頃
。

幼
稚
園
の
先
生
が
ピ
ア
ノ
を
演
奏
す
る
姿
を

見
て「
私
も
弾
い
て
み
た
い
」と
思
っ
た
こ

と
が
き
っ
か
け
で
し
た
。
両
親
に
連
れ
て

行
っ
て
も
ら
っ
た
コ
ン
サ
ー
ト
で
、
素
敵
な

ド
レ
ス
を
着
た
ピ
ア
ニ
ス
ト
が
多
く
の
お
客

様
か
ら
拍
手
を
も
ら
う
様
子
を
見
て
、
幼
心

に「
ピ
ア
ノ
を
頑
張
ろ
う
」と
決
心
し
た
ん

で
す
。

た
だ
、
心
か
ら「
音
楽
の
道
を
進
も
う
」

と
思
え
た
の
は
、
世
界
的
な
ピ
ア
ニ
ス
ト
・

田
中
希
代
子
先
生
と
の
出
会
い
が
あ
っ
た
か

ら
で
す
。
中
学
時
代
は
地
元
・
群
馬
の
先
生

に
ピ
ア
ノ
を
習
っ
て
い
ま
し
た
。
ハ
イ
ド
ン

の
ソ
ナ
タ
を
勉
強
し
た
際
に
、
先
生
の
勧
め

で
初
め
て
希
代
子
先
生
の
C
D
を
聴
い
た

と
き
、
雷
に
打
た
れ
た
よ
う
な
衝
撃
を
受
け

ま
し
た
。
美
し
い
だ
け
で
な
く
、
人
の
心
を

ぐ
っ
と
つ
か
ん
で
離
さ
な
い
演
奏
が
、
今
ま

で
の
ピ
ア
ノ
の
イ
メ
ー
ジ
を
大
き
く
変
え
る

も
の
で
し
た
。
私
は
ど
う
し
て
も
希
代
子
先

生
の
レ
ッ
ス
ン
を
受
け
た
く
て
、
地
元
の
先

生
の
つ
て
を
た
ど
り
、
演
奏
を
聴
い
て
も
ら

う
機
会
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
熱
意
が
通

じ
、
レ
ッ
ス
ン
を
受
け
ら
れ
る
こ
と
に
。
2

週
間
に
1
回
、
実
家
か
ら
片
道
2
時
間
か
け

て
東
京
へ
通
い
ま
し
た
。
さ
ら
に
、
高
校

は
、
希
代
子
先
生
が
教
鞭
を
執
ら
れ
て
い
た

桐
朋
女
子
高
等
学
校
へ
進
学
。
毎
週
レ
ッ
ス

ン
を
受
け
る
日
々
が
始
ま
り
ま
し
た
。
中
学

時
代
は
母
が
レ
ッ
ス
ン
に
付
き
添
っ
て
く
れ

ま
し
た
が
、
先
生
は
必
ず
母
へ
感
想
を
聞
き

ま
し
た
。
母
は「
き
れ
い
な
曲
で
し
た
」な

ど
と
話
す
の
で
す
が
、
先
生
は
そ
の
よ
う
な

音
楽
を
知
ら
な
い
人
の
感
想
が
大
事
だ
と

仰
い
ま
し
た
。
音
楽
に
は「
伝
わ
る
演
奏
」

と「
伝
わ
ら
な
い
演
奏
」の
2
種
類
し
か
な

く
、
初
め
て
聴
く
人
や
音
楽
に
詳
し
く
な
い

人
で
も「
い
い
曲
だ
っ
た
、
想
い
が
伝
わ
っ

た
」と
感
じ
る
演
奏
を
す
る
こ
と

―
先
生

の
教
え
て
く
だ
さ
っ
た
音
楽
で
し
た
。

だ
か
ら
こ
そ
、
私
は
常
に「
聴
衆
の
皆
さ

ん
へ
伝
わ
る
こ
と
」を
第
一
に
考
え
て
演
奏

し
て
い
ま
す
。
先
生
の
言
葉
を
借
り
れ
ば

「
強
気
な
音
楽
」で
、
自
分
の
表
現
し
た
い

色
を
強
く
持
ち
、
自
信
を
持
っ
て
表
現
す
る

こ
と
を
心
が
け
て
い
ま
す
。
先
生
が
亡
く
な

る
ま
で
の
6
年
間
の
レ
ッ
ス
ン
は
忘
れ
が
た

い
も
の
で
す
。
学
ん
だ
こ
と
を
ま
と
め
た

ノ
ー
ト
は
宝
物
で
、
今
で
も
見
返
し
て
は
力

を
も
ら
っ
て
い
ま
す
。

憧
れ
へ
ま
っ
し
ぐ
ら

名
門
・
イ
モ
ラ
音
楽
院
へ
留
学

高
校
卒
業
後
は
イ
タ
リ
ア
へ
留
学
。
好
き

な
演
奏
家
の
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
で
名
前
を
見
る

こ
と
が
多
か
っ
た
イ
モ
ラ
音
楽
院
に
行
き
た

く
て
、
音
楽
院
と
関
わ
り
の
深
い
ヤ
マ
ハ
へ

「
留
学
し
た
い
ん
で
す
け
ど
、
ど
う
し
た
ら

い
い
で
す
か
？
」と
電
話
し
た
こ
と
を
覚
え

て
い
ま
す
。
今
も
昔
も「
や
り
た
い
！
」と

思
う
と
ま
っ
し
ぐ
ら
に
突
き
進
ん
で
し
ま
う

性
格
な
ん
で
す
よ（
笑
）。

幸
い
に
も
、
こ
の
電
話
を
き
っ
か
け
に
イ

モ
ラ
音
楽
院
の
創
立
者
で
あ
り
学
長
の
フ
ラ

ン
コ
・
ス
カ
ラ
先
生
に
私
の
演
奏
を
聴
い
て

い
た
だ
く
機
会
を
得
、
入
学
す
る
こ
と
が
叶

い
ま
し
た
。
高
校
卒
業
直
後
と
い
う
こ
と
も

あ
っ
て
た
く
さ
ん
の
方
が
気
に
か
け
て
く
れ

た
た
め
、
数
か
月
で
言
語
を
習
得
で
き
、
留

学
生
活
は
楽
し
い
も
の
に
な
り
ま
し
た
。
ス

カ
ラ
先
生
は
い
つ
も「
洋
子
は
ど
う
い
う
風

に
こ
の
曲
を
弾
き
た
い
の
？
」と
聞
い
て
く

れ
ま
す
。「
こ
う
弾
く
べ
き
だ
」と
言
わ
れ
る

こ
と
は
一
度
も
な
く
、
私
の
表
現
し
た
い
こ

と
に
合
わ
せ
て
、
体
の
使
い
方
を
ア
ド
バ
イ

ス
し
て
く
れ
る
ん
で
す
。
だ
か
ら
こ
そ
、
イ

モ
ラ
音
楽
院
出
身
の
演
奏
家
は
、
体
の
使
い

方
は
似
て
い
て
も
、
演
奏
は
十
人
十
色
。
生

徒
の
持
ち
味
を
生
か
す
ス
カ
ラ
先
生
の
指
導

の
賜
物
で
す
。
そ
ん
な
教
育
が
肌
に
合
い
、

13
年
間
の
び
の
び
と
学
ぶ
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。

フ
ォ
ル
テ
ピ
ア
ノ
で
研
鑽
を
積
み

モ
ー
ツ
ァ
ル
ト
を
極
め
た
3
年
間

「
フ
ォ
ル
テ
ピ
ア
ノ
」も
イ
モ
ラ
音
楽
院

で
学
ん
だ
こ
と
の
一
つ
で
す
。
18
世
紀
か
ら

19
世
紀
前
半
の
モ
ー
ツ
ァ
ル
ト
や
ベ
ー
ト
ー

ヴ
ェ
ン
が
活
躍
し
た
時
代
に
作
ら
れ
た
、
ピ

ア
ノ
の
元
と
な
る
楽
器
で
す
。
ス
カ
ラ
先
生

は
1
0
0
台
以
上
収
集
し
て
い
て
、
日
々

い
ろ
い
ろ
な
楽
器
を
楽
し
ん
で
い
る
音
が
聞

こ
え
て
い
ま
し
た
。
私
も
弾
い
て
み
た
い

と
思
い
、
先
生
の「
作
曲
家
を
絞
っ
て
学
ぶ

と
い
い
」と
の
ア
ド
バ
イ
ス
の
も
と
、
モ
ー

ツ
ァ
ル
ト
の
曲
を
勉
強
す
る
こ
と
に
。
フ
ォ

ル
テ
ピ
ア
ノ
は
、
現
代
ピ
ア
ノ
と
比
べ
て
鍵

盤
が
軽
く
、
繊
細
な
指
の
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
が

求
め
ら
れ
ま
す
。
音
量
や
強
弱
の
幅
も
大
き

く
は
な
い
の
で
す
が
、
音
色
や
ア
ー
テ
ィ

キ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
の
変
化
を
繊
細
に
表
現
で

き
る
の
が
特
徴
で
す
。
モ
ー
ツ
ァ
ル
ト
の

曲
は「
会
話
の
音
楽
」と
言
わ
れ
ま
す
が
、

フ
ォ
ル
テ
ピ
ア
ノ
を
弾
く
と
、
一
つ
一
つ
の

音
を
言
葉
の
よ
う
に
は
っ
き
り
と
際
立
た

せ
、
フ
レ
ー
ジ
ン
グ
を
意
識
し
て
演
奏
す
る

必
要
性
が
体
感
で
き
ま
す
。
作
曲
さ
れ
た
当

時
の
楽
器
で
練
習
す
る
中
で
の
学
び
は
多

く
、
現
代
ピ
ア
ノ
の
演
奏
の
と
き
に
も
良
い

変
化
が
あ
り
ま
し
た
。

3
年
後
の
2
0
0
2
年
、
勉
強
の
成
果

を
確
認
す
る
意
味
で
第
8
回
モ
ー
ツ
ァ
ル
ト

国
際
コ
ン
ク
ー
ル
に
臨
み
ま
し
た
。
今
、
振

り
返
っ
て
み
る
と「
フ
ォ
ル
テ
ピ
ア
ノ
の
学

び
を
ピ
ア
ノ
に
ど
う
生
か
す
か
」だ
け
を
考

え
て
演
奏
し
た
か
ら
こ
そ
、
音
楽
に
集
中
で

き
た
の
だ
と
思
い
ま
す
。
結
果
と
し
て
、
優

勝
と
い
う
成
果
を
残
す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

作
曲
家
が
実
際
に
そ
の
時
代
に
使
っ
て
い

た
楽
器
を
体
験
し
て
学
ん
だ
機
会
は
、
他
に

も
あ
り
ま
し
た
。
二
段
鍵
盤
チ
ェ
ン
バ
ロ
の

曲
で
あ
る
J
・
S
・
バ
ッ
ハ
の「
ゴ
ル
ト
ベ

ル
ク
変
奏
曲
」に
本
格
的
に
取
り
組
ん
で
い

た
時
期
に
、
チ
ェ
ン
バ
ロ
奏
者
、
曽
根
麻
矢

子
さ
ん
の
レ
ッ
ス
ン
に
2
年
間
通
い
、
演
奏

方
法
を
学
び
ま
し
た
。
チ
ェ
ン
バ
ロ
は
弦
を

弾
い
て
音
を
出
す
た
め
、
フ
ォ
ル
テ
ピ
ア
ノ

以
上
に
鍵
盤
が
軽
く
、
強
弱
が
付
け
ら
れ
ま

せ
ん
。
曽
根
さ
ん
は「
メ
ロ
デ
ィ
ー
を
際
立

た
せ
る
の
で
は
な
く
、
ハ
ー
モ
ニ
ー
を
奏
で

る
」こ
と
を
教
え
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。
弾

い
た
音
を
自
分
で
聴
く
、
聴
き
終
わ
っ
た
ら

次
の
音
を
出
す
、
そ
の
よ
う
に
す
る
と
自
然

と
そ
の
音
が
お
客
様
に
聞
こ
え
る

―
チ
ェ

ン
バ
ロ
の
演
奏
経
験
も
ま
た
、
私
に
と
っ
て

大
き
な
糧
と
な
り
ま
し
た
。

ベ
ル
リ
ン
の

忘
れ
ら
れ
な
い
演
奏
会
と

大
好
き
な
バ
レ
エ
の
思
い
出

イ
モ
ラ
音
楽
院
を
卒
業
し
た
後
は
、
大
好

き
な
ピ
ア
ニ
ス
ト
、
ダ
ニ
エ
ル
・
バ
レ
ン
ボ

イ
ム
氏
が
よ
く
コ
ン
サ
ー
ト
を
行
っ
て
い
た

ベ
ル
リ
ン
へ
移
住
。
さ
ま
ざ
ま
な
演
奏
会
に

足
を
運
び
ま
し
た
。
最
も
印
象
に
残
っ
て
い

る
の
は
、
彼
が
音
楽
総
監
督
を
務
め
る
ベ
ル

リ
ン
国
立
歌
劇
場
管
弦
楽
団
の
演
奏
会
で

す
。
前
半
に
モ
ー
ツ
ァ
ル
ト
の
コ
ン
チ
ェ
ル

ト
が
演
奏
さ
れ
ま
し
た
。
何
度
も
聴
い
て
き

た
曲
の
は
ず
な
の
に
、
彼
の
弾
き
振
り
は

「
ま
さ
に
、
今
作
っ
た
ば
か
り
の
曲
を
演
奏

し
て
い
る
」と
錯
覚
す
る
よ
う
な
素
晴
ら
し

さ
。
圧
倒
さ
れ
て
涙
が
止
ま
り
ま
せ
ん
で
し

た
。
あ
ま
り
に
も
満
ち
足
り
た
気
持
ち
に
な

り
、
後
半
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
聴
か
ず
に
雪
の

中
を
1
時
間
歩
い
て
帰
っ
た
こ
と
も
鮮
明
に

覚
え
て
い
ま
す
。
一
生
忘
れ
ら
れ
な
い
、
心

に
残
る
コ
ン
サ
ー
ト
で
し
た
。

ま
た
、
ベ
ル
リ
ン
で
は
バ
レ
エ
に
出
会
え

た
こ
と
も
大
き
か
っ
た
で
す
ね
。
ベ
ル
リ
ン

国
立
バ
レ
エ
団
の
方
に
誘
わ
れ
て
チ
ャ
イ
コ

フ
ス
キ
ー
の「
白
鳥
の
湖
」を
観
劇
し
、
す

ぐ
に
バ
レ
エ
の
世
界
に
引
き
込
ま
れ
、
日
々

公
演
へ
通
い
詰
め
る
生
活
が
始
ま
り
ま
し
た
。

不
思
議
な
ご
縁
で
導
か
れ
た

音
楽
の
都
・
ウ
ィ
ー
ン

音
楽
の
都
・
ウ
ィ
ー
ン
を
初
め
て
訪
れ
た

の
は
、
ウ
ィ
ー
ン
国
立
歌
劇
場
で
開
催
さ
れ

た
世
界
的
な
バ
レ
リ
ー
ナ
で
あ
る
ス
ヴ
ェ
ト

ラ
ー
ナ
・
ザ
ハ
ー
ロ
ワ
氏
の
舞
台
を
観
に

行
っ
た
時
で
し
た
。
観
劇
後
、
馬
車
が
走
る

夜
の
小
道
を
散
歩
し
、
タ
イ
ム
ス
リ
ッ
プ
し

た
か
の
よ
う
な
美
し
い
街
並
み
に
感
動
し
た

こ
と
を
覚
え
て
い
ま
す
。
か
つ
て
の
音
楽
家

た
ち
も
見
た
で
あ
ろ
う
風
景
を
気
に
入
っ

て
、
移
住
を
決
意
。
コ
ロ
ナ
禍
に
大
家
さ
ん

の
事
情
で
家
を
手
放
す
ま
で
の
1
年
半
、

ウ
ィ
ー
ン
で
の
暮
ら
し
を
楽
し
み
ま
し
た
。

そ
の
後
、
一
度
日
本
へ
帰
国
し
、
再
び

ウ
ィ
ー
ン
に
戻
っ
た
の
は
4
年
後
の
こ
と
で

す
。「
も
う
こ
こ
に
住
む
こ
と
は
な
い
だ
ろ

う
」と
思
っ
て
い
ま
し
た
が
、
再
会
し
た
知

人
に
ウ
ィ
ー
ン
国
立
音
楽
大
学
ピ
ア
ノ
科
の

主
任
ア
シ
ス
タ
ン
ト
プ
ロ
フ
ェ
ッ
サ
ー
の
仕

事
を
紹
介
し
て
い
た
だ
き
、
再
び
拠
点
を

ウ
ィ
ー
ン
に
移
す
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

2
年
ほ
ど
教
鞭
を
執
り
な
が
ら
の
演
奏
活

動
を
続
け
て
い
ま
し
た
が
、
東
京
で
の「
世

界
バ
レ
エ
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」に
出
演
し
た

こ
と
が
次
の
転
機
に
。
共
演
し
た
ウ
ィ
ー
ン

国
立
バ
レ
エ
団
芸
術
監
督
の
ア
レ
ッ
サ
ン
ド

ラ
・
フ
ェ
リ
氏
か
ら
、
ピ
ア
ノ
協
奏
曲
が
使

わ
れ
る
バ
レ
エ
公
演
で
ソ
リ
ス
ト
を
し
て
ほ

し
い
と
誘
わ
れ
た
の
で
す
。
一
度
は
バ
レ
エ

公
演
の
舞
台
を
経
験
し
て
み
た
か
っ
た
の

で
、
す
ご
く
う
れ
し
か
っ
た
で
す
ね
。

ウ
ィ
ー
ン
の
生
活
で
は
、
も
う
一
つ
、
不

思
議
な
ご
縁
を
感
じ
る
出
来
事
が
あ
り
ま
し

た
。
ウ
ィ
ー
ン
で
新
し
い
家
を
探
す
中
で
、

亡
き
希
代
子
先
生
が
帰
国
前
に
住
ん
で
い
た

部
屋
を
見
つ
け
た
の
で
す
。
大
家
さ
ん
が
先

生
の
ピ
ア
ノ
を
そ
の
ま
ま
保
管
さ
れ
て
い

て
、
部
屋
と
共
に
ピ
ア
ノ
を
貸
し
て
い
た
だ

け
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
家
探
し
に
苦
労

す
る
私
を
、
希
代
子
先
生
が
助
け
て
く
れ
た

の
で
し
ょ
う
ね
。
先
生
が
弾
い
て
い
た
ピ
ア

ノ
で
練
習
で
き
る
こ
と
は
奇
跡
の
よ
う
で
、

本
当
に
幸
せ
で
す
。

高
崎
芸
術
劇
場
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
に

弾
き
比
べ
の
企
画
に
出
演

今
年
か
ら
、
地
元
・
群
馬
が
誇
る
素
晴
ら

し
い
劇
場
、
高
崎
芸
術
劇
場
の
ア
ド
バ
イ

ザ
ー
を
務
め
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

7
年
前
、
地
元
に
新
劇
場
が
で
き
る
と
決

ま
っ
た
時
か
ら
心
待
ち
に
し
て
い
ま
し
た
。

開
館
以
来
、
コ
ン
サ
ー
ト
を
聴
き
に
来
た

り
、
群
響
の
皆
さ
ん
と
共
演
さ
せ
て
い
た
だ

い
た
り
し
た
、
な
じ
み
あ
る
ホ
ー
ル
で
す
。

群
馬
出
身
の
演
奏
家
と
し
て
、
本
当
に
光
栄

な
こ
と
で
す
。
就
任
後
は「
オ
ー
プ
ン
シ
ア

タ
ー
v
o
l
・
25 

6
台
の
フ
ル
コ
ン
サ
ー

ト
グ
ラ
ン
ド
ピ
ア
ノ
2
0
2
6
」と「
菊
池

洋
子
が
語
る『
ゴ
ル
ト
ベ
ル
ク
変
奏
曲
』」、

「
ピ
ア
ノ
・
リ
サ
イ
タ
ル『
ゴ
ル
ト
ベ
ル
ク

変
奏
曲
』」の
3
企
画
に
関
わ
ら
せ
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。

ア
ド
バ
イ
ザ
ー
と
し
て
初
出
演
し
た

「
オ
ー
プ
ン
シ
ア
タ
ー
v
o
l
・
25 

6
台

の
フ
ル
コ
ン
サ
ー
ト
グ
ラ
ン
ド
ピ
ア
ノ

2
0
2
6
」は
、
ま
さ
に
高
崎
芸
術
劇
場
で

な
け
れ
ば
で
き
な
い
企
画
で
し
た
。
当
劇
場

に
は
ヤ
マ
ハ
、
ベ
ー
ゼ
ン
ド
ル
フ
ァ
ー
、
ス

タ
ン
ウ
ェ
イ
＆
サ
ン
ズ
の
3
機
種
6
台
の
フ

ル
コ
ン
サ
ー
ト
グ
ラ
ン
ド
ピ
ア
ノ
が
あ
り
ま

オープンシアターvol.25は、幼少期やイモラ音楽院時代にヤマ
ハに親しみ、スタインウェイ・アーティストでありながら、ウィー
ンでベーゼンドルファーを弾く菊池さんだからこそ実現した
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す
が
、
こ
れ
ほ
ど
の
ピ
ア
ノ
が
そ
ろ
っ
て
い

る
ホ
ー
ル
は
世
界
的
に
も
聞
い
た
こ
と
が
あ

り
ま
せ
ん
。
実
際
、
全
国
か
ら
ピ
ア
ノ
好
き

な
お
客
様
が
集
ま
り
、
楽
器
メ
ー
カ
ー
の
方

も
チ
ケ
ッ
ト
の
抽
選
に
応
募
さ
れ
た
そ
う
で

す
。
各
ピ
ア
ノ
の
レ
ク
チ
ャ
ー
や
聴
き
比
べ

が
楽
し
め
る
ぜ
い
た
く
な
機
会
は
、
多
く
の

皆
様
か
ら
ご
好
評
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

私
自
身
、
3
機
種
と
は
そ
れ
ぞ
れ
長
い
付

き
合
い
が
あ
り
ま
す
。
子
ど
も
の
頃
か
ら
イ

モ
ラ
音
楽
院
時
代
は
ず
っ
と
ヤ
マ
ハ
を
弾
い

て
い
ま
し
た
し
、
ス
タ
イ
ン
ウ
ェ
イ
・
ア
ー

テ
ィ
ス
ト
と
し
て
2
台
の
ピ
ア
ノ
を
所
有
し

て
練
習
し
て
き
ま
し
た
。
ま
た
、
ウ
ィ
ー
ン

で
は
ほ
と
ん
ど
の
ピ
ア
ノ
が
ベ
ー
ゼ
ン
ド
ル

フ
ァ
ー
で
し
た
の
で
、
公
演
や
練
習
で
も
た

く
さ
ん
弾
く
機
会
が
あ
り
ま
し
た
。

そ
う
し
た
経
験
の
お
か
げ
で
、
今
で
は

メ
ー
カ
ー
ご
と
の
ピ
ア
ノ
の
特
徴
を
つ
か

み
、
曲
に
合
わ
せ
て
機
種
を
選
べ
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。
昨
年
の
高
崎
音
楽
祭
で
も
、

コ
ン
サ
ー
ト
の
曲
目
に
合
わ
せ
て
前
半
と

後
半
で
ピ
ア
ノ
の
機
種
を
入
れ
替
え
る
ご

提
案
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
定
員

4
0
0
人
の
ホ
ー
ル
で
は
例
の
な
い
試
み

で
し
た
が
、
チ
ケ
ッ
ト
が
即
完
売
す
る
ほ
ど

反
響
は
大
き
か
っ
た
よ
う
で
す
。
今
後
も
ピ

ア
ノ
ご
と
の
音
色
を
お
楽
し
み
い
た
だ
け
る

よ
う
な
企
画
を
作
っ
て
い
き
た
い
で
す
。

「
ゴ
ル
ト
ベ
ル
ク
変
奏
曲
」

初
の
レ
ク
チ
ャ
ー
企
画
に
手
応
え

「
菊
池
洋
子
が
語
る『
ゴ
ル
ト
ベ
ル
ク
変

奏
曲
』」は
、
私
が
毎
年
ラ
イ
フ
ワ
ー
ク
と

し
て
取
り
組
ん
で
い
る「
ゴ
ル
ト
ベ
ル
ク
変

奏
曲
」の
リ
サ
イ
タ
ル
を
当
劇
場
で
初
開
催

す
る
に
あ
た
り
、
レ
ク
チ
ャ
ー
の
機
会
と
し

て
企
画
し
た
も
の
で
す
。
静
か
な
ア
リ
ア
か

ら
30
の
変
奏
を
経
て
再
び
ア
リ
ア
へ
戻
る
、

1
時
間
20
分
の
こ
の
曲
は
、
初
め
て
聴
く
と

長
く
難
し
い
曲
だ
と
感
じ
る
方
が
ほ
と
ん
ど

で
し
ょ
う
。
私
は
、
イ
タ
リ
ア
留
学
中
に
ア

ン
ド
ラ
ー
シ
ュ
・
シ
フ
氏
の
演
奏
を
聴
き
ま

し
た
。
途
方
も
な
い
大
曲
が
一
瞬
に
感
じ
ら

れ
る
よ
う
な
体
験
で
し
た
。
そ
の
感
激
を
彼

に
伝
え
る
と
、
若
い
頃
か
ら
毎
年
こ
の
曲
に

取
り
組
ん
で
い
る
と
教
え
て
く
だ
さ
い
ま
し

た
。
毎
年
コ
ツ
コ
ツ
弾
い
て
よ
う
や
く
た
ど

り
着
け
る
よ
う
な
演
奏
も
あ
る
の
だ
と
思

い
、
私
も
20
代
か
ら
こ
の
曲
の
勉
強
を
始
め

ま
し
た
。
た
だ
、
長
い
人
生
を
旅
す
る
よ
う

な
壮
大
な
曲
だ
か
ら
こ
そ
、
演
奏
に
必
要
な

体
力
・
精
神
力
・
集
中
力
が
桁
違
い
で
す
。

曲
と
本
格
的
に
向
き
合
え
た
の
は
、
コ
ロ
ナ

禍
の
時
期
で
し
た
。
コ
ン
サ
ー
ト
が
開
催
で

き
な
か
っ
た
半
年
間
、
毎
日「
ゴ
ル
ト
ベ
ル

ク
変
奏
曲
」だ
け
を
集
中
的
に
弾
き
続
け
ら

れ
た
か
ら
で
す
。
そ
れ
か
ら
毎
年
、
バ
ッ
ハ

の
命
日
で
あ
る
7
月
28
日
に
近
い
日
程
で
リ

サ
イ
タ
ル
を
行
い
、
バ
ッ
ハ
に
思
い
を
は
せ

な
が
ら
演
奏
し
て
い
ま
す
。
新
た
に
経
験
し

た
こ
と
が
演
奏
に
表
れ
る
た
め
、
毎
年
聴
い

て
く
だ
さ
る
お
客
様
か
ら
は「
年
ご
と
に
演

奏
が
違
う
」と
言
わ
れ
ま
す
。
一
年
を
か
け

て
取
り
組
む
大
き
な
チ
ャ
レ
ン
ジ
で
あ
り
、

日
々
の
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
に
も
な
っ
て
い
る

特
別
な
曲
で
す
。

レ
ク
チ
ャ
ー
で
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
ピ
ア
ニ

ス
ト
や
チ
ェ
ン
バ
リ
ス
ト
の
演
奏
を
聞
き
比

べ
、
バ
ッ
ハ
ら
し
い
緻
密
な
曲
の
組
み
立
て

方
や
巧
妙
な
仕
掛
け
を
解
説
し
ま
し
た
。
有

名
な
グ
レ
ン
・
グ
ー
ル
ド
の
録
音
を
聴
い
た

こ
と
が
あ
る
方
は
多
か
っ
た
よ
う
で
す
が
、

年
代
の
違
う
グ
ー
ル
ド
や
他
の
演
奏
家
の
録

音
を
知
っ
て
い
る
方
は
少
な
か
っ
た
よ
う
で

す
。
演
奏
家
に
よ
る
解
釈
の
違
い
や
チ
ェ
ン

バ
ロ
な
ら
で
は
の
弾
き
方
を
ご
紹
介
す
る
こ

と
で
、
多
彩
な
演
奏
家
に
興
味
を
持
っ
て
い

た
だ
く
き
っ
か
け
も
作
れ
た
の
で
は
な
い
か

と
思
っ
て
い
ま
す
。

レ
ク
チ
ャ
ー
を
経
て
臨
ん
だ
コ
ン
サ
ー
ト

本
番
は
素
晴
ら
し
い
雰
囲
気
で
、
お
客
様
が

集
中
し
て
聴
い
て
く
だ
さ
っ
て
い
る
様
子
が

ス
テ
ー
ジ
ま
で
伝
わ
っ
て
き
ま
し
た
。
終
演

後
の
サ
イ
ン
会
で
は「
レ
ク
チ
ャ
ー
の
お
か

げ
で
分
か
り
や
す
く
聴
け
た
」「
他
の
コ
ン

サ
ー
ト
も
レ
ク
チ
ャ
ー
し
て
ほ
し
い
」と
い

う
声
を
た
く
さ
ん
い
た
だ
き
ま
し
た
。
私
自

身
、
演
奏
会
前
に
曲
へ
の
想
い
を
伝
え
ら
れ

る
場
が
あ
る
の
は
と
て
も
う
れ
し
い
で
す
。

レ
ク
チ
ャ
ー
は
初
め
て
の
経
験
で
し
た
が
、

私
に
と
っ
て
も
貴
重
な
学
び
の
場
と
な
り
ま

し
た
。

今
日
の
衣
装
は
「
ゴ
ル
ト
ベ
ル
ク
変
奏

曲
」
を
演
奏
す
る
と
き
に
着
る
ド
レ
ス
で

す
。
イ
タ
リ
ア
の
フ
ァ
ル
コ
ネ
ー
リ
と
い
う

ブ
ラ
ン
ド
で
、
曲
に
集
中
で
き
る
シ
ン
プ
ル

な
色
と
ス
タ
イ
ル
が
気
に
入
っ
て
い
ま
す
。

高
崎
芸
術
劇
場
の
音
楽
ホ
ー
ル
は
ど
の
席
か

ら
も
ス
テ
ー
ジ
が
よ
く
見
え
る
の
で
、
衣
装

選
び
も
大
切
に
し
て
い
ま
す
。

10
月
の「
高
崎
音
楽
祭
」に
出
演

ウ
ィ
ー
ン・フ
ィ
ル
来
演
に
も
期
待

当
劇
場
で
次
に
出
演
さ
せ
て
い
た
だ
く
の

は
、
高
崎
音
楽
祭
で
の
デ
ュ
オ
・
リ
サ
イ
タ

ル
で
す
。
チ
ャ
イ
コ
フ
ス
キ
ー
国
際
コ
ン

ク
ー
ル
で
優
勝
さ
れ
た
素
晴
ら
し
い
チ
ェ
リ

ス
ト
の
ヨ
ハ
ネ
ス
・
モ
ー
ザ
ー
氏
と
、
ブ

ラ
ー
ム
ス
と
シ
ュ
ー
ベ
ル
ト
の
作
品
を
中
心

に
お
届
け
し
ま
す
。
じ
っ
く
り
楽
し
め
る
プ

ロ
グ
ラ
ム
を
予
定
し
て
い
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ

ご
注
目
く
だ
さ
い
。

当
劇
場
の
今
後
の
注
目
公
演
は
、
11
月

の「
ウ
ィ
ー
ン
・
フ
ィ
ル
ハ
ー
モ
ニ
ー
管
弦

楽
団
」の
コ
ン
サ
ー
ト
で
す
。
高
崎
に
い
な

が
ら
本
国
で
の
公
演
と
変
わ
ら
な
い
チ
ケ
ッ

ト
料
金
で
ウ
ィ
ー
ン
・
フ
ィ
ル
が
聴
け
る
な

ん
て
、
ま
さ
に
夢
の
よ
う
で
す
ね
。
彼
ら
と

ウ
ィ
ー
ン
国
立
バ
レ
エ
団
の
舞
台
で
共
演
し

た
際
に
感
じ
た
の
は
、
コ
ン
サ
ー
ト
マ
ス

タ
ー
や
他
の
奏
者
が
少
し
変
わ
る
だ
け
で

ま
っ
た
く
違
う
音
色
が
出
せ
る
多
彩
な
楽
団

だ
と
い
う
こ
と
で
す
。
オ
ペ
ラ
の
経
験
も
豊

富
な
楽
団
だ
か
ら
こ
そ
、
ソ
リ
ス
ト
と
の
合

わ
せ
も
上
手
く
、
素
晴
ら
し
い
仕
上
が
り
を

見
せ
て
く
れ
ま
す
。
一
緒
に
ア
ン
サ
ン
ブ
ル

を
楽
し
ん
だ
仲
間
が
高
崎
に
来
て
く
れ
る
の

は
、
う
れ
し
く
誇
ら
し
い
気
持
ち
で
す
。

オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
や
バ
レ
エ
と
の

共
演
を
糧
に

新
た
な
ス
テ
ー
ジ
へ
挑
戦

今
後
、
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
と
し
て
は「
お
客

様
の
世
界
が
広
が
る
よ
う
な
企
画
」を
さ
ら

に
実
現
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
私
と
い

え
ば
モ
ー
ツ
ァ
ル
ト
の
楽
曲
を
イ
メ
ー
ジ
さ

れ
る
方
も
多
い
の
で
、
い
ず
れ
は
モ
ー
ツ
ァ

ル
ト
の
企
画
に
も
取
り
組
ん
で
み
た
い
で
す

ね
。
大
好
き
な
バ
レ
エ
と
の
共
演
も
、
高
崎

の
皆
様
の
前
で
披
露
で
き
れ
ば
う
れ
し
い
で

す
。ま

た
、
来
年
は
か
ね
て
よ
り
出
演
し
た

か
っ
た
夢
の
舞
台
で
あ
る「
高
崎
元
旦
コ
ン

サ
ー
ト
」に
出
演
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

演
奏
曲
は
、
ウ
ィ
ー
ン
国
立
バ
レ
エ
団
の
公

演
で
も
演
奏
し
た
ラ
フ
マ
ニ
ノ
フ
の「
パ
ガ

ニ
ー
ニ
の
主
題
に
よ
る
狂
詩
曲
」で
す
。
昨

シ
ー
ズ
ン
の
公
演
で
は
、
ダ
ン
サ
ー
か
ら
さ

ま
ざ
ま
な
リ
ク
エ
ス
ト
を
い
た
だ
き
、
バ
レ

エ
の
テ
ン
ポ
だ
か
ら
こ
そ
聴
こ
え
る
メ
ロ

デ
ィ
ー
や
音
色
、
新
た
な
曲
の
解
釈
に
気
づ

く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
加
え
て
、
バ
レ
エ

団
公
演
で
ウ
ィ
ー
ン
国
立
歌
劇
場
管
弦
楽
団

と
演
奏
し
た
影
響
か
、
お
客
様
か
ら「
音
が

太
く
な
っ
た
ね
」と
言
わ
れ
ま
す（
笑
）。
演

奏
環
境
や
共
演
者
の
音
が
、
少
し
ず
つ
自
分

の
中
に
染
み
こ
ん
で
、
演
奏
が
変
化
し
て
い

る
と
思
う
と
う
れ
し
い
で
す
ね
。
新
年
に
ふ

さ
わ
し
い
華
や
か
な
名
曲
を
、
バ
レ
エ
、
そ

し
て
、
ウ
ィ
ー
ン
国
立
歌
劇
場
管
弦
楽
団
と

共
演
し
た「
今
の
私
」だ
か
ら
こ
そ
で
き
る

演
奏
で
お
届
け
し
ま
す
。
こ
れ
ま
で
と
は
趣

向
が
違
う
新
た
な
コ
ン
サ
ー
ト
に
な
る
予
定

で
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
来
場
い
た
だ
け
れ
ば
と

思
い
ま
す
。

高
崎
芸
術
劇
場
は
、
皆
さ
ま
に
と
っ
て
気

軽
に
集
え
る
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
ポ
イ
ン
ト
の
よ

う
な
場
所
に
な
っ
て
い
る
と
思
い
ま
す
。
私

自
身
、
劇
場
に
来
る
た
び
に「
い
い
な
」と

思
う
、
そ
ん
な
こ
の
場
所
に
よ
り
多
く
の
方

に
足
を
運
ん
で
も
ら
え
る
よ
う
、
こ
れ
か
ら

も
皆
さ
ま
に
楽
し
ん
で
い
た
だ
け
る
企
画
を

考
え
て
い
き
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
期
待
く
だ
さ
い
。

レクチャーでは、終演後のサイン会で菊池さんに直接質問したり、
意見を交わしながら会場を後にするお客さまの姿も。作曲家や演
奏者への興味を育む機会となり、次回を望む声も多く聞かれた

「ゴルトベルク変奏曲」全曲を、休憩なしで約80分にわたり弾
き切った菊池さん。息をのむように演奏を見つめて聴き入って
いた客席からは、割れんばかりの拍手が贈られた

【日時】2026年10月11日（日）14:00開演（13:30開場）
【会場】高崎芸術劇場 音楽ホール
【出演】ヨハネス・モーザー（チェロ）、菊池洋子（ピアノ）
【料金】全席指定 6,000円
【問い合わせ】高崎音楽祭事務局

 　　　　　　☎027-322-9195

【日時】2027年1月1日（金・祝）13:30開演（12:30開場）
【会場】高崎芸術劇場 大劇場
【出演】沼尻竜典（指揮）、菊池洋子（ピアノ）＊、群馬交響楽団
【曲目】レスピーギ／交響詩《ローマの松》、木村秀彬／「豊臣

兄弟！」（大河ドラマテーマ曲）、ラフマニノフ／パ

第37回高崎音楽祭
ヨハネス・モーザー＆菊池洋子　
デュオ・リサイタル

第37回高崎元旦コンサート

©UWE ARENS

ヨハネス・モーザー

©Ayane Shindo

沼尻竜典

ガニーニの主題による狂詩曲 Op.43＊ ほか
【料金】全席指定 S席 5,000円　A席 4,000円　B席 3,000円（U-25 

1,500円）
【チケット】Web先行:10/2（金）10:00
　　　　　 電話発売:10/6（火）10:00
　　　　　 窓口発売:10/7（水）10:00

【問い合わせ】高崎芸術劇場チケットセンター
　　　　　　☎027-321-3900

詳細は　
Webサイトへ

▲

詳細は　
Webサイトへ

▲

公演情報

菊池洋子（きくちようこ）／KIKUCHI Yoko
群馬県前橋市生まれ。故田中希代子、故林秀光の各氏に師事。桐
朋学園女子高等学校音楽科卒業後、イタリアのイモラ音楽院に
留学。フランコ・スカラ、フォルテピアノをステファノ・フィウッ
ツィに師事。2002年、日本人として初めてモーツァルト国際コ
ンクールで優勝。以降、ザルツブルク音楽祭に出演するなど、国
内外で幅広く活躍し、人気・実力ともに日本を代表するピアニス
トの一人として高い評価を得ている。2022年からは毎年夏に
J.S.バッハの『ゴルトベルク変奏曲』の全曲演奏会を開催。現在
はウィーン在住で、同地を拠点に活動している。2026年4月よ
り高崎芸術劇場アドバイザーを務める。



■出身　鹿児島県
■入団　2025年11月

塩塚 俊樹
SHIOTSUKA Toshiki 

■印象に残っている最近の演奏会　
「第618回定期演奏会」（2026.05.16）
小林研一郎マエストロと目が合うと「応えたい」と力が
湧く。演奏の渦に巻き込まれるような貴重な経験とな
った。

“
喋
る
よ
う
に
吹
き
た
い

“
喋
る
よ
う
に
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き
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音
で
想
い
を
伝
え
る
た
め
に

音
で
想
い
を
伝
え
る
た
め
に
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「
自
分
の
言
葉
で
喋
る
の
と
楽
器
を
吹

く
こ
と
が
イ
コ
ー
ル
に
な
り
得
る
と
気

付
い
た
ん
で
す
」。
首
席
フ
ァ
ゴ
ッ
ト
奏

者
・
塩
塚
俊
樹
さ
ん
は
、
フ
ァ
ゴ
ッ
ト
へ

の
想
い
を
語
る
。

小
学
生
の
頃
、
2
歳
上
の
姉
に
憧
れ
て

吹
奏
楽
部
に
入
部
し
、
テ
ナ
ー
サ
ッ
ク
ス

を
始
め
た
。
中
学
校
で
は
サ
ッ
ク
ス
の

希
望
者
が
多
く
、
フ
ァ
ゴ
ッ
ト
を
担
当
。

「
楽
器
が
変
わ
る
の
が
嫌
で
泣
き
な
が
ら

帰
っ
た
」と
当
時
を
振
り
返
る
。
た
だ
、

部
員
数
60
人
超
の
中
で
た
っ
た
2
人
の

フ
ァ
ゴ
ッ
ト
パ
ー
ト
で
は
、
自
分
の
ペ
ー

ス
で
練
習
で
き
た
。
難
解
な
楽
器
だ
か
ら

こ
そ
、
試
行
錯
誤
し
な
が
ら
学
ぶ
こ
と
は

楽
し
く
、
性
に
合
っ
て
い
た
。

高
校
生
に
な
る
と
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン

を
持
ち
、
フ
ァ
ゴ
ッ
ト
の
演
奏
動
画
を
手

軽
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
プ
ロ
に

よ
る
、
フ
ァ
ゴ
ッ
ト
本
来
の
音
を
知
っ
た

と
き“
人
の
声
に
似
て
い
る
”と
言
わ
れ

る
そ
の
音
に
魅
了
さ
れ
た
。
フ
ァ
ゴ
ッ
ト

が
、
自
分
の
意
見
を
言
う
た
め
の
、
言
葉

以
外
の
手
段
だ
と
悟
っ
た
瞬
間
だ
っ
た
。

恩
師
と
の
出
会
い
か
ら
音
楽
家
の
道
へ

将
来
の
夢
は
音
楽
教
員
。
大
学
は
鹿
児

島
大
学
教
育
学
部
の
音
楽
専
修
に
進
ん

だ
。「
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
サ
ー
ク
ル
で
フ
ァ

ゴ
ッ
ト
が
主
役
に
な
れ
る
面
白
さ
を
知
っ

た
。
オ
ケ
で
の
演
奏
は『
生
き
て
い
る
、

生
か
さ
れ
て
い
る
』実
感
が
あ
っ
た
」。

大
学
一
年
次
の
と
き
、
鹿
児
島
で
受
講

し
た
講
習
会
が
、
運
命
を
変
え
た
。
新
日

本
フ
ィ
ル
ハ
ー
モ
ニ
ー
交
響
楽
団
の
首
席

フ
ァ
ゴ
ッ
ト
奏
者
・
坪
井
隆
明
氏
と
の
出

会
い
だ
。「
演
奏
意
図
に
腹
落
ち
す
る
感

覚
が
衝
撃
的
で
、
ど
う
し
て
も
こ
の
先
生

に
習
い
た
い
と
思
っ
た
」。

卒
業
後
、
坪
井
氏
が
講
師
を
務
め
る
国

立
音
楽
大
学
ア
ド
ヴ
ァ
ン
ス
ト
・
コ
ー
ス

へ
。
レ
ッ
ス
ン
を
受
け
な
が
ら
、
オ
ー
ケ

ス
ト
ラ
や
吹
奏
楽
、
室
内
楽
を
学
び
、
本

格
的
に
プ
ロ
の
道
を
志
し
た
。「
先
生
は

厳
し
く
、
半
年
間
、
同
じ
フ
レ
ー
ズ
し
か

聞
い
て
も
ら
え
な
か
っ
た
。
曲
の
解
釈
や

相
手
に
伝
わ
る
演
奏
方
法
を
考
え
た
」。

楽
譜
を
読
み
、
考
え
、
演
奏
す
る
―
―
2

年
間
、
恩
師
の
元
で
研
鑽
に
励
ん
だ
。

苦
節
を
乗
り
越
え
、
群
響
へ

卒
業
後
は
フ
リ
ー
ラ
ン
ス
の
音
楽
家
と

し
て
活
動
。
コ
ロ
ナ
禍
が
到
来
し
、
不

安
定
な
バ
イ
ト
生
活
の
日
々
を
送
っ
た
。

コ
ン
ク
ー
ル
や
オ
ー
デ
ィ
シ
ョ
ン
に
挑

戦
す
る
も
、
プ
ロ
の
舞
台
は
遠
か
っ
た
。

「
で
も
、
オ
ケ
が
好
き
だ
か
ら
諦
め
た
く

な
か
っ
た
」。
初
め
て
受
け
た
群
響
オ
ー

デ
ィ
シ
ョ
ン
は
不
合
格
と
な
る
も
の
の
、

エ
キ
ス
ト
ラ
出
演
の
き
っ
か
け
に
。「
互

い
の
音
を
聞
き
合
っ
て
、
よ
り
良
い
音
楽

を
つ
く
る
姿
勢
が
あ
る
オ
ケ
だ
と
感
じ
、

入
り
た
い
と
思
っ
た
」。
2
度
目
の
オ
ー

デ
ィ
シ
ョ
ン
で
合
格
し
、 

昨
年
11
月
に
正

式
入
団
。
つ
い
に
夢
の
舞
台
に
立
っ
た
。

群
響
の
可
能
性
を
広
げ
る
挑
戦
を

入
団
後
の
印
象
は「
お
客
様
が
温
か

く
、
帰
り
道
に
感
想
を
話
す
姿
を
見
て
、

地
域
に
オ
ケ
が
根
付
い
て
い
る
と
感
じ

た
」と
話
す
。
地
元
・
鹿
児
島
を
思
わ
せ

る
自
然
豊
か
な
景
色
が
気
に
入
り
、
最
近

は
道
の
駅
巡
り
や
散
歩
を
楽
し
ん
で
い
る
。

今
後
に
つ
い
て
は「
や
は
り
、
喋
る
よ

う
に
フ
ァ
ゴ
ッ
ト
を
吹
く
こ
と
が
最
終
目

標
。
伝
え
た
い
こ
と
を
演
奏
で
表
現
し
た

い
」と
意
気
込
む
。「
群
響
に
は
新
た
な
表

現
を
試
す
人
が
多
い
。
私
も
柔
軟
な
考
え

で
、
オ
ケ
の
可
能
性
を
広
げ
る
た
め
の
挑

戦
を
続
け
た
い
」。
静
か
だ
が
力
強
い
言

葉
で
意
欲
を
語
っ
た
。

首席ファゴット奏者

塩塚 俊樹

群馬交響楽団 

80年脈々と引き継がれる群響サウンド
それを奏でる個性あふれるメンバーを紹介します

Vol.18

■好きな作曲家
チャイコフスキー
ラヴェル
ディーリアス




